




Analysis about the present situation of home‑support on the china's elders
「～Key unit of shanghai～」
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Abstract
In recent years, the research and development of Gerontics and the discussion about
related theories has signiﬁcant inﬂuence to our country’s senile security’s system. From the
content point of view, including: economic security, Life Service Security, Medicare, and
psychological security. From the way of existence, ﬁrstly, is about economic support ways.
All levels of government, social security institutions, enterprises and institutions, and com‑
munity organizations to provide the social security by themselves, further, their spouses,
children or other family members to provide support for the family protection; Secondly, is
about the living environment. This is a discussion about whether the old people live together
in welfare house or living together with their family. The ﬁrst way named social pension























































































入した都市であり、1979 年には既に 60 歳
以上の高齢者人口が総人口の 10.7% に達

















































































































































































































































































































































































対象者 経済状況等の要件 介護需要評価 給付基準










































































































































































































利用対象者 60歳以上弱者中心 60歳以上、弱者中心 60歳以上の自立した者
平均利用者 不特定 70～80人/日 60人/日
運営方式 政府による指導と支援 政府による指導と支援 民間運営（予約制度）
運営資金 福祉宝くじ公益金市と区の財政から
福祉宝くじ公益金
市と区の財政から 政府支援と自己負担
利用料 政府（９割）自己（1割）
政府（９割）
自己（1割） 政府
職員配置
管理員、医者、看護士、生活相
談員、ホームヘルパ−、機能訓
練指導員、調理員、事務員その
他の職員。
管理員、医者、生活相談員、調
理員、事務員その他の職員。
管理員、医者、機能訓練指導
員、事務員その他の職員。
主な
サービス
高齢者の長期的入所、ショー トステ
ー、デイサ ビース、食事サ ビース（会
食・配食）、入浴サ ビース、散髪サー
ビス、爪の手入れ、洗濯、掃除、健
康回復に関するサ ビース、高齢者
のコミュニケーションサ ビース（外出・
パーティ）、心理的ケア
日常生活を世話、食事サービス
（会食・配食）、心理的ケア、
健康診査、レクリエーション、
高齢者のコミュニケーションサ
ービス（パーティ）
検査評指導、健康体力訓練、体
感回復訓練、リハビリテーショ
ン訓練、リゾート養生サービ
ス、生活環境展示エリア
その他の
サービス
施設の入所への協力、介護を受け
るようにリハビリテーションとの連絡、
ボランティアを組織し、無料で高齢
者の買い物・病院・話し相手などの
サ ビースを提供する。
高齢者の安否確認のための巡回
サービス 健康づくり
文化的レジ
ャーとスポ
ーツ活動
太極拳、合唱、体操、手作り工
房 各種サークル活動
医療保健
社区衛生サービスセンターと連
携し、居宅する慢性病患者に対
して訪問看護サービスを行う。
社区衛生サービスセンターと連
携し、居宅する慢性病患者に対
して訪問看護サービスを行う。
さまざまな健康評定
課　題
ホームヘルパーの資格につい
て、初級、中級が多い。運営は
政府の補助金を頼りながら、寄
付や募金への依頼度が高い。施
設数が少ない。
サービスのメニューが単一であ
る。
利用者は、身体状況を主とした
分類となっている
資金不足。
一日の利用者数が多い。参加利
用者に偏りがみられる。
Ⅵ　考察
「上海市の民政事業発展に関する“十一”
五か年計画」によると、上海市の高齢者サー
ビス事業は 9073システムの構築を目指し
ている。つまり、本社区高齢者のうち、90％
が家族扶養（家族が中心）、7％の高齢者が社
区扶養におけるサービス利用、3％の高齢者
が施設利用であった。
現在の上海市における要介護高齢者介護
モデルはあくまで家族介護が中心であり、
弱者であったとしても、家族介護と在宅サ
ービスによって生活が維持できる場合は施
設入所に至ることはないといっても過言で
はない。しかし、弱者や家族による身体介護
が望めない要介護高齢者は施設入所を余儀
なくされる。しかし、利用できる施設の類型
には階層間格差がある。政府により運営さ
れる施設や NPO非営利民間団体により運
営される施設を利用する要介護高齢者は、
資産がなく、公的年金も保証されておらず、
家族からの経済的支援も望めない場合が多
い。設備やサービス内容も劣悪であること
があり、上海市における高齢者介護の質を
低下させる温床ともなりうることが考えら
れる。
現在、在宅サービス利用者はますます増
加することが予測され、提供場所と介護人
材の不足が大きな課題である。
また、上海市在宅サービスの現状から、以
下の問題点が考えられる。
①在宅サービスの運営は政府の補助金を頼
りながら、寄付や募金への依頼度が高い
ため、運営資金の保障が課題である。
②民間の福祉事業の参画が少なく、利用者
も多い。そのため、介護事業者の新しい競
合により、サービスメニューの充実と質
の高いケアの提供が課題である。
③在宅サービスの利用は、利用者の身体状
況を主に分類されている。精神面の要素
を考慮した利用者分類が課題である。
④介護サービスは、初級、中級のホームヘル
パーが主となっており、ヘルパーの質は、
必ずしも高いとは言えない。より良いサ
ービスを提供するため、介護人材の養成
が課題である。
姜波 9）は、日本の高齢者福祉発展の過程
から見ると、今後、上海における高齢者福祉
の発展の参考になると述べており、その視
点は、①高齢者の主体性を尊重し、個性、及
び尊厳を保持する視点、②在宅生活を中心
として地域福祉を基調とする施策を確立す
る視点、③高齢者福祉の普遍主義的なサー
ビスの視点、④援助技術を高度化し、介護質
を保障する視点、⑤給付と負担・財源の明
確化という５点であると指摘している。
高齢者の主体性を尊重し、個性、及び尊厳
を保持するという視点から見ると、現在、上
海の在宅サービスはまだ発展途上段階であ
ると言える。上海ではまだ日本のような利
用者本位を理念とする介護保険制度は実施
されておらず、福祉に対する理解はすべて
の高齢者にとって、契約に基づく一種の権
利として位置づけへの認識は不十分である
と考えられる。今後の発展において、日本の
高齢者福祉の視点を取り入れることが重要
であり、「個」として高齢者を尊重した個人
のニーズに合わせたサービスの視点が求め
られる。
また、地域福祉を基調とする施策を確立
するという視点から見ると、上海の現在の
高齢者福祉サービスは日本に近づいている
と考えられる。しかし、地域福祉の展開はま
だ初期段階であり、未熟であることは否め
ない。地域社会の介護環境がまだ完全に整
備できておらず、地域社会の福祉と保健・
医療の連携、統合の促進が要請される。
普遍主義的なサービスという視点から見
ると、上海の高齢者福祉の発展において、現
在の段階に必ずしも利用者の普遍主義があ
るとは言えない。支援を必要とするすべて
中国における高齢者に対する在宅サービスの現状
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の高齢者に対し、必要なサービスを提供す
べきであると考える。
また、介護の質を保障するという視点で
は、上海の在宅サービスはまだ発展途上段
階であると言える。今後、介護専門職として
の人材養成の制度化や研修体系の整備・確
立により、介護職の質の向上と専門化を図
ることが課題である。さらに、介護人材の質
の向上はサービス提供における総合化や体
系化を促進し、高齢者を的確に支援するケ
アマネジメントなどの方法・技術の確立に
つながる。
給付と負担、財源を明確化するという視
点は、社会保障として制度化されていない、
現在の中国において、重要な課題である。高
齢社会になった上海にとって、財源を明確
することは決して簡単な事ではない。日本
における介護保障のシステム 10）を参考とし
ながら、自らの国情に合う施策を探らなけ
ればならない。  
Ⅶ　今後の課題 
本研究は中国の在宅サービスの展開にお
いて、上海の在宅サービスモデルを取り上
げ、分析を行った。しかし、中国は改革開放
以来、都市部と内陸や農村部などの地域格
差がますます広がっていくことは現実であ
る。とりわけ、中国の高齢者は 6 割が農村部
におり、高齢化の進行に従い、介護問題が一
層深刻化すると思われる。
今回の研究は、都市部に視点を充てたも
のであり、より普遍性を持ったものにする
ために、今後さらに、中国の内陸や農村部な
ど地域の複数の事例を用いて検証すること
が課題である。
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